
世羅町立甲山中学校

改善計画

7月 ２月

基礎学力（知
識・技能）の向
上を図る。

・単元テストの実施や指導方法の工夫
といった個に応じた指導の充実によ
り，基礎学力の向上を図る。

・各教科の目標達成のために，１人１
台端末を効果的に活用する。

・定期テストにおける５教科の合計
得点が１５０点以上の生徒の割合

・生徒アンケートの「ＩＣＴ機器を
使った結果考える力がついたと思
う」という項目における肯定的評価
の割合

90%
以上

90%
以上

92.8％

93.6％

83.6%

92.9%

92.9%

103.3%

B

　目標値を達成できなかった。７月
の達成値と比べて9.2P減少してい
る。３学年とも１５０点未満の生徒
の割合が増加しているという結果に
なった。要支援生徒の固定化が進ん
でいると分析している。
　ICT機器の活用についての肯定的評
価は目標値を達成している。授業中
においても生徒自ら必要な学習ツー
ル（ドキュメント，ジャムボード，
フォーム等）を選択する力が身につ
いていると分析している。

7

・しんどさを抱えている子も多い
中，個に応じた支援の充実を図り，
目標値に達成しており，先生方の
日々の指導に感謝する。
・小学校でできていない事は，中学
校でさらにしんどくなるので，小中
連携を図り，学力向上の取組を進め
ていきたい。
・目標達成に向けて生徒の集中力を
高めるための要支援の生徒に対する
個別指導の環境は良い。

　各教科での実践事例を共有し，さ
らなる授業改善に生かす。要支援生
徒に今最も必要なのは学習意欲であ
ると捉え，学校として共通する学習
スタイルの構築を行う必要がある。
個別最適化された学習環境の整備を
進めていきたい。
　各教科での実践事例を共有し，さ
らなるＩＣＴ機器の使用により，特
に思考力・判断力・表現力を育成す
る効果的な方法を開発する。

生徒のコミュニ
ケーション能力
を高めるととも
に自発的に他者
と協働して課題
解決を図る生徒
を育成する。

・総合的な学習の時間における探究的
な学びの時間を要として，全教育活動
を通して自発性及びコミュニケーショ
ン能力を育成できるよう，カリキュラ
ム・マネジメントの充実を図る。

・かかわり合う場としてペア活動やグ
ループ活動の充実を図る。

・生徒の「自発性・コミュニケー
ション能力」に係るアンケートにお
ける肯定的評価の割合

・生徒アンケートの「生徒の間で話
し合う活動を通じて，自分の考えを
深めたり広げたりすることができて
いる」という項目における肯定的評
価の割合

80%
以上

80%
以上

91％

94.4％

92.8%

95.0%

116.2%

118.6%

A

　２学期の生徒アンケート「自発性・コ
ミュニケーション能力」に係るアンケー
トにおける肯定的評価の割合が92.8%で
あった。「生徒の間で話し合う活動を通
じて，自分の考えを深めたり広げたりす
ることができている」という項目におけ
る肯定的評価の割合が95.0%であった。
両値とも１学期の達成値を上回る結果と
なった。総合的な学習の時間を中心に，
どの教科でも２つの資質・能力の育成を
実践している成果であると考える。
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・先生方がビジョンを明確に実践さ
れた成果である。今後も探究的な学
びが定着するよう小中連携を充実さ
せたい。
・生徒が教科で学んだことが，総合
的な学習の時間の取組となり，先生
も協力し，それがまた地域に繋が
り，生徒の学びにも繋がり，とても
良い取組である。
・12月9日の校内研修で，子供たち
が自分の考えや意見を伝え合ってい
る姿を見て感心した。また，先生方
の一生懸命な姿を見て，参加して良
かった。

　現状に満足することなく，総合的
な学習の時間だけではなく，各教科
でも探求的な学習のサイクルを意識
した授業改善が必要である。特にカ
リキュラムマネジメントの考えを教
職員間で共通理解を図り，総合的な
学習の時間と各教科での相乗効果が
得られるように単元構想等を工夫す
る必要がある。

小中連携を密に
し，小・中学校
をつなぐ活動を
通して，生徒の
自己肯定感を高
め，自信をもた
せる。

・「総合的な学習の時間」「体験活
動」，「挨拶運動」，「学校行事」な
どを小中の児童生徒を交流させる取組
により，下級生の目標となる存在をつ
くる。

・「『一生懸命はかっこよく，美し
い』を意識して生活している」と肯
定的に回答する生徒の割合

80%
以上

93.6% 94.0% 118% A

　１月中旬の生徒アンケート「『一
生懸命はかっこよく，美しい』を意
識して生活している」と肯定的に回
答する生徒の割合94.0％であった。
　コロナ禍で，学校行事（生徒会行
事）が少ない中，体育大会や文化発
表会で実践した『一生懸命はかっこ
よく，美しい』を，日常の学校生活
でも継続して取り組めている。
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・クリーン大作戦、体育大会等で共
に活動したり，メッセージを小学校
にいただいたりして，中学生の姿が
憧れになっている。自信をもって活
動している中学生に元気をもらって
いる。
・朝の挨拶運動に参加させてもら
い，生徒の皆さんからの気持ちの良
い挨拶を体験できた。

○新生徒会本部役員や校長をはじめ
全教職員が，教育活動全般で意識付
けを行う。
　コロナ禍ではあるが，生徒会活動
を活性化させ，生徒自らの言葉とし
て『一生懸命はかっこよく，美し
い』が認知されるようにする。

コミュニティー
スクールを推進
し，地域と学校
の活動をつな
げ，地域に積極
的に関わらせ，
郷土を大切にす
る心を育てる。

・町主催，地域主催の行事に生徒が積
極的に参加し，役割を担う。

・町主催の，作品募集に対して各教科
からも応募を推奨する。

・「今住んでいる地域のために，地
域の行事などに参加している。世羅
町主催事業への作品応募をした。ま
た，しようとしている」と肯定的に
回答する生徒の割合

75%
以上 73.4% 97.0% 132% A

　１月中旬の生徒アンケート「今住
んでいる地域のために，地域の行事
などに参加している。世羅町主催事
業への作品応募をした。また，しよ
うとしている」と肯定的に回答する
生徒の割合は97.0％であった。
　クリーン大作戦・花いっぱい運動
への参加，「ふるさとの絵画」やラ
イオンズクラブの取組，世羅郡書
展，世羅郡美術展等の作品応募が地
域貢献に繋がることを生徒への周知
できた。
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・コロナ禍の中ではあるが，学校で
しっかり声掛けをしてくださってい
る事が，地域行事への参加につな
がっている。
・地域活動に中学生が参加してもら
えるよう活動を考えていきたい。ク
リーン大作戦では，リーダーシップ
を発揮し，小学生のお手本となっ
た。
・地域行事も再開してきたので，声
をかけて参加してもらいたい。

○コロナ禍で行事が減ってはいる
が，今後も，地域を活性化させよう
とする行事にはその意義を話し，積
極的に出品する意識を高める。

・毎週の定時退校日の定時退校を実
施できた教職員の割合

100% 49.8% 51.3% 51.3% Ｄ 7

・中間評価よりもアップしており，
意識して取り組んでいることが分か
る。
・働き方改革に対しての取組はなか
なか難しさを感じる。

・超過勤務時間の合計が月80時間
を超える職員を，毎月３人以下にす
る。

100% 50.0% 66.6% 66.6% Ｄ 7

・「できる事をできるところから無
理のないところで」が大事である。
・超過勤務時間については，今後も
引き続き取組をお願いする。

　

令和４年度　学校評価自己評価表（最終）　

a ミッション ふるさと世羅を誇りに思い，地域の活性化に取り組む生徒の育成
ａビジョン
他者や郷土を大切にし，自ら進んで学び，何事にも一生懸命に取り組む生徒の育成

評価計画 自己評価 学校関係者評価

l コメント m 改善案b 中期経営目標 c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標

f
目
標
値

g
達成
値

g
達成
値

イ ロ ハ

学
力
の
向
上

（

研
究
主
任
）

基礎学力及びコ
ミュニケーショ
ン能力を高め，
自発的に他者と
協働して課題解
決を図る生徒を
育成する。

h
達
成
度

i
評
価

j 結果と課題の説明

k 二次評価

　８月から１月の６か月で「毎週の定時
退校日の定時退校を実施できた教職員の
割合」は，51.3％であり，中間評価から
1.5Ｐ上回った。
　また，「超過勤務時間の合計が月80時
間を超える職員を，毎月３人以下にす
る」ことについては、８月以降、８月０
人，９月１人，10月１人，11月０人，
12月０人，１月０人となっており，
66.6%の達成率であった。中間評価から
16.6Ｐ上回った。
　定時退校日の遂行割合については，タ
イムマネジメントと定時退校日に対する
意識に課題であると考える。月当たりの
超過勤務時間を超える職員については、
８月以降の６か月で２人と減少傾向にあ
る。主任層の働きかけや「時間外在校時
間」を表にして示す取組等の効果である
と考える。

　定時退校日も月の超過勤務時間
も，特定の職員が達成できていない
状況がある。校務の偏りや，若手職
員の育成等に係り，タイムマネジメ
ントの難しさが見られるが，引き続
き声掛け等により，働き方改革に対
する意識を高めていく。
　７月から実施している，教職員の
在校等時間の縮減についての取組に
よる成果もあり，引き続き取り組ん
でいきたい。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【学校関係者評価】　イ：自己評価は適正であ
る。ロ：自己評価は適正でない。　ハ：わから
ない。

特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り

（

教
務
主
任
）

小・中学校をつ
なぐ活動を展開
するとともに，
進んで地域に貢
献する生徒を育
てる。

子
供
と
向
き
合
う

時
間
の
確
保

（

教
頭
）

働き方改革を推
進することで，
「子供と向き合
う時間」と「教
師の時間」の確
保を行い，職員
が健康で高いモ
チベーションを
もって勤務でき
るようにする。

業務の見直しを
行い，超過勤務
時間を減らす。
また，教職員の
タイムマネジメ
ント力を高め

る。

・毎週１回，定時退校日を設け，年間
の授業時数の配分を工夫することによ
り，定時に退校できるようにする。
・業務の縮小を行う。

別紙様式


